
  

    

             

 
 

  

 
 

〝
気
〟
と
は
何
で
す
か
？ 

 

気
は
宇
宙
を
構
成
す
る
基
本
物
質
で
す
。 

生
物
学
上
か
ら
い
う
と
、
精
子
は
形
成
さ
れ
る
前

は
陽
の
気
の
形
で
存
在
し
ま
す
。
卵
子
は
陰
の
気

の
形
で
存
在
し
ま
す
。 

基
本
的
定
式
で
表
す
と 

陽
の
気
→
精
子
を
作
る 

／ 

陰
の
気
→
卵
子
を
作
る 

＼  

 
 

 
 

→
受
精
卵
→
胚
胎
→ 

生
命
→
生
長
→ 

 

植
物
学
上
か
ら
い
う
と
、
花
粉
は
形
成
さ
れ
る
前 

は
陽
の
気
の
形
で
存
在
し
ま
す
。
種
子
は
陰
の
気 

の
形
で
存
在
し
ま
す
。 

基
本
的
定
式
で
表
す
と
、 

陽
の
気
→
花
粉
を
作
る 

／ 

陰
の
気
→
種
子
を
作
る 

＼ 

→
種
が
花
粉
を
受
け
る
→
生
長
→
花
が
咲
く 

 

陰
気
と
陽
気
は
、
宇
宙
世
界
を
構
成
す
る
根
源
で

す
。 

気
は
見
え
な
い
、
触
れ
な
い
も
の
で
す
。 

気
は
宇
宙
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
信
息(

メ
ッ
セ

ー
ジ)

で
す
。 

宇
宙
世
界
の
形
成
の
歴
史
と
比
べ
る
と
、
人
類
の

文
化
、
文
明
の
歴
史
は
短
過
ぎ
ま
す
。 

気
功
は
宇
宙
世
界
を
認
識
す
る
た
め
の
一
つ
の
窓

口
で
す
。
窓
口
と
な
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
努

力
、
探
索
が
必
要
で
す
。  

元
気
は
天
地
の
始
ま
り
で
す
。 

天
は
陽
気
、
地
は
陰
気
の
意
味
で
す
。 

天
地
陰
陽
の
気
の
交
合
で
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

人
は
天
地
の
気
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。 

気
功
は
気
を
取
る
専
門
技
術
で
す
。 

気
功
の
気
と
呼
吸
の
気
と
は
違
い
ま
す
。 

呼
吸
の
気
は
新
陳
代
謝
の
気
で
す
。 

新
陳
代
謝
は
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
代
謝
の
活
動

を
完
成
す
る
生
物
の
基
本
能
力
で
す
。 

気
功
は
特
定
の
姿
勢
、
意
念
、
呼
吸
で
宇
宙
の
元

気
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。  

   

気
功
は
難
し
い
で
す
か
？ 

気
功
は
と
て
も
易
し
い
も
の
で
す
。 

携
帯
電
話
の
操
作
と
同
じ
で
、
以
下
の
よ
う
な
部

分
で
組
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

一
、
接
受 

気
が
届
く
と
、
身
で
気
を
受
け
る
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す
。
こ
れ
は
気
功
の
専
門
用
語
で
い
う
採
気
で

す
。
採
気
に
は
〝
受
け
取
る
〟
意
識
が
大
事
で
す
。 
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二
、 

放
射 

気
を
特
定
の
目
標
に
送
り
ま
す
。
携
帯
電
話
で
は

相
手
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
す
。 

気
功
の
専
門
用
語
で
は
〝
送
気
〟
と
言
い
ま
す
。 

気
を
送
る
と
き
は
専
門
技
術
が
必
要
で
す
。 

携
帯
の
メ
ー
ル
を
作
る
と
き
、
内
容
の
構
想
、
意 

味
を
伝
え
る
方
法
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ボ
タ
ン 

を
上
手
に
使
う
こ
と
で
す
。
放
射
す
る
側
と
受
け 

る
側
が
気
で
つ
な
が
り
ま
す
。 

例
え
ば
、 

久
し
ぶ
り
に
友
人
に
会
い
た
い
と
思
う
と
、
そ
の 

友
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

ケ
ー
キ
が
食
べ
た
い
と
思
う
と
、
ケ
ー
キ
の
プ
レ 

ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た 

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
も
自
分
が
ボ 

タ
ン
を
押
し
た
結
果
で
す
。 

 

 

三
、 

自
調 

忙
し
い
生
活
や
不
自
然
な
生
活
リ
ズ
ム
が
長
期
化

す
る
と
、
人
体
の
自
然
規
律
が
壊
れ
ま
す
。 

自
律
神
経
が
乱
れ
た
り
、
生
活
習
慣
病
が
出
た
り

し
ま
す
。
人
間
は
生
ま
れ
つ
き
自
然
抗
病
能
力
を

持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
分
自
身
の
抵
抗
力
、
免

疫
力
を
守
り
ま
す
。
人
類
の
活
動
の
規
律
が
自
然

世
界
の
規
律
に
合
え
ば
、
ず
っ
と
青
春
活
力
が
続

き
ま
す
。 

そ
れ
が
気
功
練
習
の
重
要
な
内
容
で
す
。
年
を
取

れ
ば
取
る
ほ
ど
気
功
の
練
習
を
し
て
、
思
維
能
力
、

反
映
能
力
、
言
語
組
織
能
力
、
敏
感
能
力
、
視
力
、

聴
力
、
消
化
力
、
吸
収
力
な
ど
を
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

  

四
、 

正
確
な
分
析
処
理
能
力 

人
体
は
自
然
の
産
物
で
す
。
外
来
の
邪
気
や
身
体

内
部
の
不
良
反
映
に
対
し
て
自
然
に
処
理
分
析
す

る
能
力
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
分
析
処
理
能
力
に
は
、
健
康
、
能
力
、 

企
画
、
拡
大
な
ど
の
内
容
が
あ
り
ま
す
。 

気
功
を
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
能
力
は
退
化
し
な
い
の 

で
す
。 

 

 

気
功
で
よ
い
運
に
な
り
ま
す
！ 

気
は
宇
宙
の
信
息(

メ
ッ
セ
ー
ジ)

で
あ
り
、
気
は 

遺
伝
子
で
も
あ
り
、
気
は
運
命
で
も
あ
り
ま
す
。 

人
は
生
ま
れ
る
時
間
や
環
境
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ 

陽
命
、
陰
命
、
木
命
、
火
命
、
土
命
、
金
命
、
水 

命
と
言
い
ま
す
。 

そ
れ
は
人
の
性
格
や
運
命
を
決
め
ま
す
。 

 

気
功
は
宇
宙
信
息(

メ
ッ
セ
ー
ジ)

を
受
け
取
る
技 

術
で
す
。 

人
体
の
能
力
、
功
能
は
一
般
的
に
は
隠
れ
る
形
で 

存
在
し
ま
す
。
外
部
環
境
の
変
化
が
な
け
れ
ば
、 

運
命
の
改
変
は
難
し
い
も
の
で
す
。 

例
え
ば
、 

木
命
の
人
は
大
量
の
水
の
気
の
支
援
が
な
け
れ
ば 

成
長
、
生
発
し
に
く
い
も
の
で
す
。 

気
功
を
し
な
が
ら
大
量
の
水
の
気
を
取
り
、
水
の 

気
を
集
め
る
と
木
は
壮
大
に
な
り
、
生
発
す
る
よ 

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
運
が
よ
く
な
っ
た
と
い 

う
こ
と
で
す
。 

  

練
功
三
要
素
に
つ
い
て 

意
念
、
呼
吸
、
姿
勢
は
練
功
三
要
素
と
言
い
ま
す
。

正
確
に
上
手
に
覚
え
る
こ
と
は
気
功
の
進
歩
に
は

と
て
も
大
切
な
事
で
す
。 

そ
の
中
で
も
意
念
は
一
番
大
事
で
す
。
意
念
は
思

う
所
、
気
が
行
く
所
に
表
現
さ
れ
る
智
慧
力
で
す
。 

姿
勢
は
動
き
で
す
。
動
き
は
智
慧
の
実
践
で
す
。

思
う
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
行
動
し
ま
す
。 

意
念
を
持
っ
て
実
践
す
る
の
が
気
功
の
真
髄
で
す
。 

  



“
気
功
外
気
”
は
何
で
す
か
？ 

気
功
外
気
は
気
功
超
能
力
の
一
つ
で
す
。 

気
功
師
は
長
期
の
採
気
、
練
気
の
訓
練
で
体
内
に

大
量
の
内
気
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

特
別
の
技
術
で
、
こ
の
内
気
を
外
放
し
て
治
療
効

果
を
あ
げ
、
健
康
を
守
る
調
整
を
し
ま
す
。 

直
接
外
気
照
射
、
導
引
外
気
、
遠
隔
外
気
等
が
あ

り
ま
す
。 

外
気
の
内
容
は
赤
外
線
、
紫
外
線
、
電
磁
気
、
超

音
波
な
ど
で
す 

  

陰
気
極
盛
の
地 

「
氷
の
背
」 

  

中
国
河
南
省
林
州
に
は
人
里
離
れ
て
１
０
数
㎞

の
深
山
の
中
に
浅
い
洞
窟
が
あ
り
ま
す
。 

毎
年
夏
に
な
る
と
、
こ
こ
で
は
氷
が
生
ま
れ
ま

す
。
天
気
が
暑
け
れ
ば
暑
い
程
、
氷
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
秋
が
近
づ
く
と
氷
が
漸
々
溶
け
て
き
ま

す
。
真
冬
に
な
る
と
温
泉
に
な
り
ま
す
。
現
地
の

人
は
「
氷
の
背
」
と
言
い
ま
す
。 

「
氷
の
背
」
の
面
積
は
約
２
０
０
坪
で
す
。 

冬
が
去
り
、
春
到
来
の
毎
年
３
月
か
ら
氷
が
出

来
始
め
、
８
月
迄
に
氷
が
漸
々
大
き
く
な
っ
て
硬

い
氷
に
な
り
ま
す
。 

 

陰
気
最
盛
の
時
期
は
丁
度
盛
夏
の
時
で
、
こ
の

陰
気
の
宝
地
に
入
る
と
、
す
っ
き
り
し
て
長
く
い

る
と
寒
気
が
骨
ま
で
入
り
ま
す
。 

全
国
の
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
方
、
原
因
不
明
の

熱
病
患
者
さ
ん
が
こ
こ
に
来
ま
す
。 

大
勢
の
人
が
来
る
の
で
「
氷
の
背
」
の
近
く
に

簡
単
な
宿
を
作
っ
て
休
憩
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

  

「
氷
の
背
」
に
つ
い
て
は
古
老
の
伝
説
が
あ
り

ま
す
。 

「
氷
の
背
」
は
元
々
き
れ
い
な
湖
で
す
。
こ
の

周
り
に
は
楽
し
み
に
生
活
す
る
人
達
が
い
ま
す
。

皆
は
湖
の
水
で
生
活
し
、
休
息
を
と
り
ま
す
。 

あ
る
年
に
悪
龍
が
や
っ
て
き
て
湖
を
占
有
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
近
く
に
住
む
人
達
を
追
い
出
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
話
を
聞
い
た
八
仙
人

（
七
福
神
）
は
悪
龍
を
湖
の
下
に
鎮
圧
し
ま
し
た
。

そ
し
て
永
遠
に
悪
龍
が
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
八
仙

人
は
“
仙
氷
”
で
湖
を
凍
ら
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
氷
の
背
」
の
由
来
で
す
。 

 

〈
注
〉
泉
、
氷
水
は
陰
の
気
で
す
。
宇
宙
世
界
を

構
成
す
る
本
源
で
す
。 

普
通
、
冷
静
、
安
祥
、
気
持
ち
、
精
神
安
定
、

滋
潤
、
流
動 

等 

水
の
特
性
を
持
つ
気
は
陰
気
と
言
い
ま
す
。 

陽
邪
の
致
病
に
対
し
て
は
絶
大
な
効
果
を
持

ち
ま
す
。 

  

                  



春
の
薬
膳 

 

春
の
六
節
気
は
立
春
、
雨
水
、
啓
蟄
、
春
分
、

清
明
、
穀
雨
で
す
。 

 

清
明
（
４
月
５
日
）
の
季
節
は
陰
の
気
が
強

い
時
で
す
。 

中
国
の
諺 

 

“
清
明
時
節
雨
粉
々
、
路
上
行
人
如
断
魂 

” 

 

清
明
は
お
墓
参
り
の
季
節
で
す
。
沈
む
気

持
ち
、
よ
く
降
る
雨
で
道
行
く
人
は
魂
を

失
う
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。 

  

【
材
料
】 

 

鴨
肉 

１
０
０
ｇ 

鳥
冬
（
う
ど
ん
） 

２
０
０
ｇ 

塩 

３
ｇ 

油  

３
０
ｇ 

長
葱  

１
本 

紹
興
酒  

１
５
㏄ 

  

【
作
り
方
】 

１
、
鴨
肉
は
挽
き
肉
に
し
て
、
分
量
の
塩
を
入
れ 

て
混
ぜ
ま
す
。 

 

２
、
鍋
に
油
を
入
れ
て
、
熱
く
な
っ
た
ら
鴨
挽
き

肉
を
入
れ
ま
す
。 

鴨
挽
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
、
紹
興
酒
と
み

じ
ん
切
り
に
し
た
長
葱
を
加
え
て
炒
め
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
ら
、
お
皿
に
盛
り
ま
す
。 

 

３
、
う
ど
ん
を
沸
騰
し
た
お
湯
の
中
で
茹
で
て
、

出
来
上
が
る
と
お
椀
に
盛
り
つ
け
ま
す
。 

 

４
、
お
皿
に
あ
る
鴨
の
具
を
う
ど
ん
に
か
け
て 

召
し
上
が
れ 

❤ 

 
朝
食
、
晩
ご
飯
に
お
奨
め
し
ま
す
！ 

 

【
効
能
】 

肝
、
腎
に
良
い 

昇
陽
気
・
利
尿
・
む
く
み
を
と
る 

清
明
の
季
節
に
起
き
る
食
欲
不
振
、
失
眠
、 

耳
鳴
り
、
元
気
不
足
、
風
邪
予
防 

 

◎
下
痢
の
人
は
遠
慮
し
て
下
さ
い
。 

  

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m
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皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
９
０
・
２
９
３
６
・
７
１
３
４ 

 


